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１ ． は じ め に  

地 球 温 暖 化 に 伴 う 気 候 変 動 に よ り 、世 界 各 地 で 、極 端 な 高 温 、

海 洋 熱 波 、 大 雨 の 頻 度 と 強 度 の 増 加 、 干 ば つ の 増 加 、 強 い 熱 帯

低 気 圧 の 割 合 の 増 加 等 の 気 象 及 び 気 候 の 極 端 現 象 が 増 加 し て お

り 、 各 国 で 地 球 温 暖 化 へ の 対 応 が 進 め ら れ て い る 。  

米 国 で は 2 0 2 1 年 11 月 に 成 立 し た イ ン フ ラ 投 資 雇 用 法（ I I J A）

に よ り 、2 0 2 2 年 度 か ら 5 年 で 総 額 1 兆 ド ル 規 模 を 拠 出 し 、道 路

や 橋 の 修 復 及 び 大 規 模 な 事 業 支 援 の 他 、 ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー の

推 進 や 炭 素 回 収 、 交 通 機 関 の 電 化 ・ 低 炭 素 排 出 手 段 へ の 転 換 な

ど の 投 資 を 促 進 し 、 気 候 変 動 対 策 を 重 視 し た 取 組 を 支 援 し て い

る 。  

欧 州 に お い て も 2 0 2 0 年 1 月 に 欧 州 グ リ ー ン デ ィ ー ル 投 資 計

画 を 策 定 し 、2 0 5 0 年 ま で に カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 実 現 す る た

め の 計 画 と し て 、1 0 年 間 で 少 な く と も 官 民 合 わ せ て 1 兆 ユ ー ロ

の 投 資 を 行 う と し て い る 。  

こ の よ う な 情 勢 の 中 、 我 が 国 も 2 0 2 0 年 1 0 月 に 内 閣 総 理 大 臣

の 所 信 表 明 演 説 に お い て 、「 2 0 5 0 年 ま で に 温 室 効 果 ガ ス の 排 出

を 全 体 と し て ゼ ロ に す る 、 す な わ ち 2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト

ラ ル 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 を 目 指 す 」 こ と を 宣 言 し 、 気 候 変 動 問

題 に 国 を 挙 げ て 対 応 す る 強 い 決 意 を 表 明 し た 。  

か か る 方 針 の 下 で 、 2 0 2 1 年 1 0 月 に 「 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 」

が 閣 議 決 定 さ れ 、 国 土 交 通 省 に お い て も 、 2 0 2 1 年 1 2 月 に 「 環

境 行 動 計 画 」 を と り ま と め 、 持 続 可 能 で 強 靭 な グ リ ー ン 社 会 の

実 現 に 向 け て 、 効 果 的 か つ 効 率 的 に 、 課 題 に 対 応 し て い く こ と

と し た 。  

ま た 、2 0 2 3 年 2 月 に は「 G X 実 現 に 向 け た 基 本 方 針 」、2 0 2 3 年

7 月 に は 「 脱 炭 素 成 長 型 経 済 構 造 移 行 推 進 戦 略 」 が 閣 議 決 定 さ

れ 、 エ ネ ル ギ ー 安 定 供 給 と 脱 炭 素 分 野 で 新 た な 需 要 ・ 市 場 を 創

出 し 、 日 本 経 済 の 産 業 競 争 力 強 化 ・ 経 済 成 長 に つ な げ て い く と

し て い る 。  

こ の よ う な 流 れ を 受 け て 、道 路 分 野 に お い て も 2 0 5 0 年 カ ー ボ

ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 を 目 指 す た め 、「道 路 に お け る カ ー ボ ン ニ

ュ ー ト ラ ル 推 進 戦 略 」 の 中 間 と り ま と め を 行 っ た 。  
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２ ． 現 状 と 課 題  

我 が 国 の 2 0 2 0 年 度 の C O 2 排 出 量 は 1 0 . 4 億 t - C O 2 で あ る 。イ

ン フ ラ 整 備 に よ っ て 排 出 さ れ る も の や イ ン フ ラ の 整 備 に よ っ て

排 出 量 の 削 減 に 貢 献 で き る も の な ど 、 国 土 交 通 省 所 管 施 策 （ イ

ン フ ラ に 関 わ り の あ る 分 野 ） の C O 2 排 出 量 は 6 . 4 億 t - C O 2 で あ

り 、国 内 排 出 量 の 概 ね ３ 分 の ２（ 6 2 %）を 占 め て い る 。ま た 、地

球 温 暖 化 対 策 計 画 （ 2 0 2 1 年 1 0 月 閣 議 決 定 ） に お い て 国 土 交 通

省 所 管 施 策 の 2 0 3 0 年 度 削 減 量 目 標 値 の 合 計 は 約 5 , 3 0 0 万 t - C O 2
と さ れ て い る 。  

一 方 で 、 道 路 を 走 行 す る 自 動 車 か ら の 排 出 量 と 、 道 路 事 業 の

ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 の 排 出 量 等 を 含 め て 、 道 路 分 野 に お け る

2 0 2 1 年 度 の 排 出 量 は 約 1 . 7 5 億 t - C O 2 で 、国 内 排 出 量 の 約 1 6％

を 占 め て い る 。 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 （ 2 0 2 1 年 1 0 月 閣 議 決 定 ）

に 記 載 の 道 路 分 野 単 独 で の 2 0 3 0 年 度 削 減 量 目 標 値 が 約 2 4 0 万

t - C O 2 に 過 ぎ な い こ と を 踏 ま え れ ば 、 排 出 量 と 目 標 値 に 大 き な

ギ ャ ッ プ が あ り 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 実 現 す る た め に は 、

道 路 交 通 に 関 連 す る 分 野 の 果 た す べ き 役 割 は 大 き い 。  

排 出 量 と 目 標 値 の ギ ャ ッ プ が 大 き い ま ま で は 、2 0 5 0 年 カ ー ボ

ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 と い う 政 府 目 標 の 達 成 は 厳 し い 状 況 で あ

る 。 そ の た め 、 運 輸 部 門 だ け で な く 、 産 業 部 門 や 業 務 そ の 他 部

門 も 含 め て 、 更 な る 排 出 量 の 削 減 を 目 指 す た め 、 道 路 分 野 に お

け る 取 組 の 加 速 化 と 他 分 野 と の 共 創 領 域 の 深 掘 り 、 関 係 機 関 と

の 更 な る 連 携 が 不 可 欠 で あ る 。  

 
※ 国 土 交 通 省 所 管 施 策 （ イ ン フ ラ に 関 わ り の あ る 分 野 ） の C O 2 排 出 量 は 、 第

3 2 回 社 会 資 本 整 備 審 議 会 技 術 部 会 資 料 よ り 算 出  

※ 削 減 量 目 標 値 は「 社 会 資 本 整 備 審 議 会 環 境 部 会 ・ 交 通 政 策 審 議 会 交 通 体 系

分 科 会 環 境 部 会  第 3 9 回 合 同 会 議 」資 料 よ り 地 球 温 暖 化 対 策 計 画（ 2 0 2 1 年

1 0 月 閣 議 決 定 ） の 数 値 を 合 計 し 算 出  

※ エ ネ ル ギ ー 起 源 の 二 酸 化 炭 素 の う ち 、 道 路 を 通 行 す る 自 動 車 か ら の 排 出

量 は 、運 輸 部 門（ 自 動 車 、船 舶 等 ）の 排 出 量 約 1 . 8 5 億 t - C O 2 の う ち 約 1 . 6 0

億 t - C O 2 、 道 路 工 事 等 の 道 路 整 備 や 維 持 管 理 時 の 排 出 量 は 、 産 業 部 門 の 排

出 量 約 3 . 7 3 億 t - C O 2 の う ち 約 1 , 3 3 0 万 t - C O 2 、 道 路 管 理 に お け る 排 出 量

は 、 業 務 そ の 他 部 門 の 排 出 量 約 1 . 9 0 億 t - C O 2 の う ち 約 1 4 0 万 t - C O 2 、 合

わ せ て 、 道 路 交 通 に 関 連 す る 分 野 で は 約 1 . 7 5 億 t - C O 2 と な り 、 国 内 排 出

量 全 体 の 約 1 6 %を 占 め る 。（ 排 出 量 は 2 0 2 1 年 度 の も の を 使 用 。）  

※ 各 部 門 の 排 出 量 は 温 室 効 果 ガ ス イ ン ベ ン ト リ 資 料 「 日 本 の 温 室 効 果 ガ ス

排 出 量 デ ー タ （ 1 9 9 0～ 2 0 2 1 年 度 ）（ 確 報 値 ）」 よ り 作 成 。  

 

  



 

3 
 

３ ． カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 実 現 す る た め の ４ つ の 柱  

道 路 政 策 ビ ジ ョ ン 「 2 0 4 0 年 、 道 路 の 景 色 が 変 わ る 」 で 描 か れ

た 将 来 の 姿 を 念 頭 に 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け た 中

長 期 的 な 施 策 の 方 向 性 や 具 体 的 な 施 策・ロ ー ド マ ッ プ を 整 理 し 、

脱 炭 素 化 の 取 組 を 主 体 的 に 力 強 く 実 施 し て い く 。  

閣 議 決 定 さ れ た 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 に は 、「 2 0 3 0 年 度 に お い

て 、温 室 効 果 ガ ス を 2 0 1 3 年 度 か ら 4 6％ 削 減 、2 0 5 0 年 カ ー ボ ン

ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 」 と の 目 標 を 掲 げ て い る 。 ま た 、 道 路 分 野

に 関 連 の あ る 運 輸 部 門 、 産 業 部 門 、 業 務 そ の 他 部 門 に つ い て 、

個 別 の 目 標・目 安 を 設 定 し て お り 、運 輸 部 門 3 5％ 、産 業 部 門 3 8％ 、

業 務 そ の 他 部 門 5 1％ が 示 さ れ て い る 。し た が っ て 、道 路 分 野 に

お い て も 、C O 2 排 出 量 を 少 な く と も 3 5％ 以 上 削 減 す る 必 要 が あ

る 。ま た 、カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け て は 、 2 0 5 0 年 に

向 け て 更 な る 削 減 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

取 組 に 当 た っ て は 、 テ レ ワ ー ク の 普 及 や 少 子 高 齢 化 の 進 展 等

の 社 会 的 な 変 化 、 さ ら に は カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 資 す る 技 術

的 な 進 歩 が 想 定 さ れ 、 そ れ ら の 動 向 を 踏 ま え つ つ 取 り 組 む 必 要

が あ る 。  

以 上 の 認 識 の も と 、 新 技 術 の 開 発 を は じ め と す る 技 術 的 な 手

法 だ け で な く 交 通 需 要 マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 も 総 動 員 し 、 人 々 の

行 動 変 更 を 促 す こ と を 目 指 し 、 次 の ４ つ を 柱 と し 、 カ ー ボ ン ニ

ュ ー ト ラ ル の 取 組 を 実 施 し て い く 。  

①  道 路 交 通 の 適 正 化  
～ 旅 行 速 度 の 向 上 と 車 両 の 低 速 化 に よ る 適 正 化 ～  

・  道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 や 渋 滞 対 策 等 に よ り 、 道 路 交 通 の

円 滑 化 と 生 産 性 の 向 上 を 図 る と と も に 、 生 活 空 間 の 道 路 交

通 の 低 速 化 等 、 当 該 道 路 に 求 め ら れ る 役 割 を 踏 ま え た 適 切

な 機 能 分 化 を 推 進 し 、場 所 に 応 じ た 適 正 な 移 動 に よ り 、C O 2
の 排 出 量 を 削 減 す る 。  

②  低 炭 素 な 人 流 ・ 物 流 へ の 転 換  

・  新 た な モ ビ リ テ ィ 、 公 共 交 通 、 自 転 車 、 徒 歩 等 の 低 炭 素 な

交 通 手 段 の 利 用 を 促 進 す る こ と で 、 自 動 車 か ら 低 炭 素 な 交

通 手 段 へ の 転 換 を 進 め 、 C O 2 の 排 出 量 を 削 減 す る 。  

・  道 路 の 面 か ら 輸 送 量 の 向 上 、 効 率 化 の 取 組 を 支 え 、 低 炭 素

な 物 流 シ ス テ ム の 構 築 を 促 進 す る こ と で 、 C O 2 の 排 出 量 を

削 減 す る 。  
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③  道 路 交 通 の グ リ ー ン 化  

・  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 の 潮 流 を 踏 ま え 、 関 係 省 庁 ・ 部

局 と 連 携 し 、 次 世 代 自 動 車 の 開 発 及 び 普 及 を 促 進 さ せ る と

と も に 、 道 路 空 間 に お け る 発 電 （ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導

入 等 ）・ 送 電 （ 電 力 系 統 整 備 へ の 協 力 ）・ 給 電 （ 充 電 ・ 充 て

ん イ ン フ ラ 設 置 へ の 協 力 等 ）・蓄 電（ 不 安 定 な 再 生 可 能 エ ネ

ル ギ ー へ の 対 応 等 ） の 取 組 を 推 進 す る こ と で 、 道 路 交 通 の

グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー へ の 転 換 を 進 め 、 C O 2 の 排 出 量 を 削 減

す る 。  

④  道 路 の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 の 低 炭 素 化  

・  道 路 の 計 画 ・ 建 設 ・ 管 理 等 に お け る ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 で

排 出 さ れ る C O 2 の 排 出 量 を 削 減 す る 。  
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４ ． 個 別 施 策 の 方 向 性  

（ １ ） 道 路 交 通 の 適 正 化  

～ 旅 行 速 度 の 向 上 と 車 両 の 低 速 化 に よ る 適 正 化 ～  

ガ ソ リ ン 等 の 化 石 燃 料 を 用 い る 内 燃 機 関 に よ り 走 行 す る

車 両 は 、走 行 速 度 の 低 下 に よ り C O 2 排 出 量 が 増 加 す る こ と か

ら 、道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 や 渋 滞 ボ ト ル ネ ッ ク の 対 策 等 に

よ り 旅 行 速 度 の 向 上 を 図 る こ と で 、C O 2 排 出 量 の 削 減 が 期 待

で き る 。 ま た 、 生 活 空 間 に お け る 自 動 車 の 低 速 度 化 ・ 進 入 抑

制 を 促 す 取 組 に よ り 、「 生 活 道 路 は 人 が 優 先 」と い う 意 識 の 社

会 的 浸 透 を 図 り 、場 所 に 応 じ た 適 正 な 移 動 方 法 を 選 択 で き る

よ う な 環 境 を 整 備 す る こ と で 、 C O 2 排 出 量 の 削 減 を 目 指 す 。 
 

１ )道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築  
・  三 大 都 市 圏 の 環 状 道 路 、 地 方 部 の 高 規 格 道 路 の 整 備 や 四 車

線 化 な ど 、 大 都 市 圏 ・ 地 方 部 に お い て 、 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク

の 構 築 を 推 進 し 、 生 産 性 を 高 め る と と も に 、 旅 行 速 度 を 向

上 さ せ 、 C O 2 の 排 出 が 少 な く な る 走 行 環 境 を 整 備 す る 。  

 
２ )渋 滞 ボ ト ル ネ ッ ク の 解 消  

 市 街 地 等 に お け る 渋 滞 ボ ト ル ネ ッ ク を 解 消 し 、交 通 を 円 滑

化 す る 。  

（ 道 路 の 部 分 改 良 の 機 動 的 ・ 面 的 実 施 ）  
・  バ イ パ ス 整 備 等 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 に 加 え 、 道 路 の 交

差 点 改 良 ・ 部 分 改 良 の 機 動 的 ・ 面 的 な 実 施 や 、 沿 道 施 設 へ

の ア ク セ ス に 関 す る 道 路 交 通 ア セ ス メ ン ト 等 の 取 組 に よ り

渋 滞 の 解 消 ・ 緩 和 を 推 進 し 、 交 通 の 流 れ を 円 滑 化 す る 。  

（ 踏 切 対 策 ）  
・  開 か ず の 踏 切 対 策 に お け る 立 体 交 差 化 や 、 踏 切 道 周 辺 の 迂

回 路 整 備 な ど の 対 策 に よ り 、 交 通 の 流 れ を 円 滑 化 す る 。  

（ 道 路 案 内 の 充 実 ）  
・  わ か り や す い 案 内 標 識 等 の 充 実 に 加 え て 、 道 路 情 報 板 や

E T C 2 . 0 等 を 活 用 し た 効 果 的 な 情 報 提 供 を 行 う こ と で 、道 路

利 用 者 の 効 率 的 な 移 動 を 実 現 す る 。  
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（ 路 上 工 事 縮 減 ）  
・  路 上 工 事 に 起 因 す る 渋 滞 を 抑 制 す る た め 、 路 上 工 事 抑 制 期

間 の 設 定 、 道 路 工 事 調 整 会 議 の 実 施 等 に よ り 、 路 上 工 事 の

縮 減 及 び 路 上 工 事 に 伴 う 渋 滞 を 緩 和 す る 。  

（ 駐 車 場 予 約 シ ス テ ム ）  
・  観 光 地 等 に お い て 、 駐 車 場 予 約 サ ー ビ ス や パ ー ク ア ン ド ラ

イ ド 等 の 導 入 に よ り 、 空 き 駐 車 場 を 探 し て 移 動 す る 「 う ろ

つ き 交 通 」 に よ る 交 通 渋 滞 等 を 抑 制 す る 。  

 

３ )自 動 車 利 用 の 抑 制 ・ 分 散 の 取 組  
（ 料 金 施 策 等 に よ る 交 通 容 量 を 有 効 活 用 す る 取 組 ）  
・  E T C 2 . 0 等 の 各 種 デ ー タ に 基 づ き 道 路 の サ ー ビ ス レ ベ ル を

き め 細 か く 分 析 し 、 料 金 施 策 を 含 め た 交 通 需 要 マ ネ ジ メ ン

ト （ T D M） に よ り 、 特 定 の 時 期 ・ 時 間 帯 ・ 方 向 に 偏 在 す る

交 通 需 要 を 分 散 す る こ と で 、 交 通 容 量 を 有 効 活 用 す る 取 組

を 社 会 全 体 で 推 進 す る 。  

（ 生 活 道 路 は 人 が 優 先 と い う 意 識 の 社 会 的 浸 透 と 機 能 分 化 ）  
・  生 活 空 間 に お い て 、「ゾ ー ン ３ ０ プ ラ ス 」を は じ め と す る 面

的 な 速 度 規 制 、 進 入 抑 制 及 び 速 度 抑 制 に よ る 交 通 安 全 対 策

等 を 行 う こ と で 、車 両 の 低 速 度 化 を 促 し 、「生 活 道 路 は 人 が

優 先 」 と い う 意 識 の 社 会 的 浸 透 を 目 指 す 。 生 活 空 間 に お け

る 交 通 安 全 対 策 に 合 わ せ て 、 必 要 に 応 じ て 、 幹 線 道 路 の 整

備 も 推 進 し 、 道 路 の 適 切 な 機 能 分 化 を 推 進 す る 。  

 

４ )自 動 運 転 の 実 装  
・  自 動 運 転 移 動 サ ー ビ ス は 、 地 域 公 共 交 通 の 維 持 や 車 両 の 最

適 な 制 御 に よ る 交 通 の 適 正 化 に よ り 、 C O 2 排 出 量 の 抑 制 ・

削 減 が 期 待 さ れ る こ と か ら 、 交 差 点 セ ン サ 等 の 実 証 実 験 を

通 じ 、 そ の 実 現 ・ 普 及 拡 大 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る 。  

・  物 流 課 題 の 解 決 に 資 す る 自 動 運 転 ト ラ ッ ク の 実 現 の た め 、

新 東 名 や 東 北 道 等 に お い て 、自 動 運 転 車 用 レ ー ン を 設 定 し 、

合 流 支 援 情 報 や 工 事 規 制 情 報 の 提 供 等 に 関 す る 取 組 を 推 進

す る こ と で 、車 両 の 最 適 な 制 御 に よ る 交 通 の 適 正 化 を 図 る 。 
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（ ２ ） 低 炭 素 な 人 流 ・ 物 流 へ の 転 換  

自 動 車 に よ る 移 動・輸 送 は 多 く の C O 2 を 排 出 し て い る こ と

か ら 、 時 差 出 勤 や パ ー ク ア ン ド ラ イ ド 、 テ レ ワ ー ク 、 エ コ ド

ラ イ ブ の 推 進 等 の 社 会 全 体 へ の 働 き か け を 実 施 す る こ と で 、

低 炭 素 な 交 通 手 段 へ の 転 換 を 誘 導 し 、利 用 者 の 交 通 行 動 の 変

更 を 促 し て き て い る が 、更 な る 交 通 行 動 の 変 更 を 促 す こ と が

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 当 た っ て は 重 要 で あ る 。  
乗 用 車 の 総 ト リ ッ プ の う ち 、5 k m 以 下 の ト リ ッ プ 数 に 対 す

る 割 合 は 約 ７ 割 を 占 め て い る が 、比 較 的 距 離 の 短 い 移 動 に つ

い て は 、自 動 車 以 外 の 方 法 で の 移 動 が 可 能 な 場 合 が あ る 。そ

の 場 合 、利 用 者 の ニ ー ズ に 応 じ て 、低 炭 素 な 交 通 手 段 を 選 択

で き る よ う 利 用 環 境 の 整 備 と 利 用 の 促 進 を 進 め て い く 必 要

が あ る 。  
物 流 輸 送 に つ い て は 、 従 来 型 の ト ラ ッ ク に よ る 輸 送 か ら 、

輸 送 量 の 向 上 と 輸 送 の 効 率 化 の た め 、新 し い 輸 送 形 態 に シ フ

ト さ せ 、 C O 2 排 出 量 の 削 減 を 目 指 す 。  
 

＜ 人 流 ： 低 炭 素 な 道 路 交 通 ＞  
１ )新 た な モ ビ リ テ ィ の 導 入  
・  近 年 、 電 動 キ ッ ク ボ ー ド 等 の 新 た な モ ビ リ テ ィ の 開 発 ・ 活

用 が 進 ん で い る 。  

・  ト リ ッ プ 長 が 5 k m 以 下 の 比 較 的 短 い 距 離 の 移 動 時 に 、低 炭

素 な 交 通 手 段 で あ る 新 た な 小 型 モ ビ リ テ ィ が 活 用 さ れ る 環

境 を 整 備 し 、 自 動 車 か ら の 転 換 を 図 る と と も に 、 シ ェ ア リ

ン グ サ ー ビ ス の 普 及 の 促 進 に よ る 多 様 な モ ビ リ テ ィ の 利 用

機 会 を 創 出 す る 。  

・  新 た な モ ビ リ テ ィ に 対 応 し た モ ビ リ テ ィ ハ ブ 等 の 交 通 結 節

の 拠 点 の 整 備 を 推 進 す る と と も に 、 民 間 事 業 者 が 所 有 す る

プ ロ ー ブ デ ー タ を 含 め た 各 種 デ ー タ を 活 用 し 、 新 た な モ ビ

リ テ ィ が ま ち に 及 ぼ す 影 響 を 分 析 し つ つ 、 多 様 な モ ビ リ テ

ィ の 利 用 環 境 の 向 上 を 図 る 。  

 
２ )公 共 交 通 の 利 用 促 進  
・  日 々 の 生 活 の 可 能 な 範 囲 に お い て 、 多 く の 人 員 輸 送 が 可 能

な 公 共 交 通 の 利 用 を 促 進 す る こ と は 、 渋 滞 対 策 に 資 す る だ

け で な く 、 人 の 移 動 が 効 率 化 さ れ る こ と に よ り 、 C O 2 排 出

量 の 削 減 に つ な が る 。  
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・  B R T 等 の 公 共 交 通 の 導 入 を 支 援 す る と と も に 、自 動 運 転 の

活 用 も 視 野 に 入 れ 、 鉄 道 、 バ ス 、 タ ク シ ー 等 の 交 通 手 段 を

つ な ぐ 様 々 な 規 模 ・ タ イ プ の 交 通 拠 点 と し て バ ス タ 等 の 整

備 を 行 う と と も に 、 M a a S を 活 用 し た 公 共 交 通 等 と の 連 携

を 進 め 、 自 動 車 か ら 公 共 交 通 へ の 転 換 を 進 め る 。  

・  地 域 公 共 交 通 の 維 持 及 び 促 進 の 観 点 か ら 、 自 動 運 転 の 実 現

に 向 け て 、 交 差 点 セ ン サ 等 を 活 用 し た 実 証 実 験 ・ 実 装 に 向

け た 取 組 を 進 め る 。  

 
３ )自 転 車 の 利 用 促 進  
・  走 行 時 に C O 2 を 排 出 し な い 自 転 車 が 活 用 さ れ る よ う 、自 動

車 、 歩 行 者 と 分 離 さ れ た 走 行 環 境 を 整 備 し 、 自 動 車 か ら 自

転 車 へ の 転 換 を 図 る 。  

・  ま た 、ト リ ッ プ 長 が 5 k m 以 上 の 比 較 的 距 離 の 長 い 移 動 や 移

動 途 中 で の 自 転 車 の 活 用 を 促 進 す る た め 、 サ イ ク ル ト レ イ

ン ・ サ イ ク ル バ ス 、 シ ェ ア サ イ ク ル の 普 及 を 図 る 。  
 

 

４ )快 適 な 歩 行 空 間 の 整 備  
・  歩 行 者 利 便 増 進 道 路 (ほ こ み ち ) の 活 用 や 道 路 協 力 団 体 と の

協 働 を 図 る な ど に よ り 、 居 心 地 が 良 く 歩 き た く な る 道 路 空

間 を 形 成 し 、 自 動 車 に よ る 移 動 か ら 徒 歩 に よ る 移 動 へ の 転

換 を 促 進 す る 。 ま た 、 緑 陰 形 成 機 能 や 景 観 向 上 機 能 な ど の

道 路 緑 化 が 果 た す 役 割 も 踏 ま え 、 快 適 な 歩 行 空 間 の 整 備 を

推 進 す る 。  

・  生 活 空 間 に お い て 、「ゾ ー ン ３ ０ プ ラ ス 」を は じ め と す る 面

的 な 速 度 規 制 、 進 入 抑 制 及 び 速 度 抑 制 に よ る 交 通 安 全 対 策

等 を 行 う こ と で 、 人 優 先 の 安 全 ・ 安 心 な 通 行 空 間 の 整 備 を

推 進 し 、「生 活 道 路 は 人 が 優 先 」と い う 意 識 を 社 会 的 に 浸 透

さ せ る こ と で 、 自 動 車 利 用 を 抑 制 す る 。 ま た 、 人 優 先 の 安

全 ・ 安 心 な 通 行 空 間 の 整 備 に 当 た っ て は 、 例 え ば 、 車 両 速

度 の 抑 制 を 図 る 際 に 、 植 樹 ま す に よ り 狭 さ く 部 や 屈 曲 部 を

設 け る 等 、 景 観 の 向 上 等 の 観 点 も 踏 ま え た 工 夫 を 図 る 。  
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＜ 物 流 ： 低 炭 素 な 物 流 輸 送 ＞  
５ )輸 送 量 の 向 上   
（ ダ ブ ル 連 結 ト ラ ッ ク ）  
・  １ 台 で 従 来 型 の ト ラ ッ ク ２ 台 分 の 輸 送 が 可 能 な ダ ブ ル 連 結

ト ラ ッ ク は 、 深 刻 な ド ラ イ バ ー 不 足 を 背 景 と し て 活 用 が 進

め ら れ て い る 。 ダ ブ ル 連 結 ト ラ ッ ク の 利 用 に よ り 、 ト ラ ッ

ク 輸 送 の 省 人 化 や 輸 送 の 効 率 化 が 図 ら れ る と と も に 、 走 行

時 の C O 2 排 出 量 が 削 減 さ れ る こ と か ら 、物 流 事 業 者 に よ る

利 用 を 促 進 す る た め 、 利 用 環 境 の 整 備 を 推 進 す る 。  

・  具 体 的 に は 、 運 行 状 況 や 事 業 者 の ニ ー ズ を 踏 ま え て 、 対 象

路 線 （ 迂 回 区 間 と し て 有 効 な 区 間 等 ） の 拡 充 を 検 討 す る と

と も に 、 ダ ブ ル 連 結 ト ラ ッ ク に 対 応 し た 駐 車 ま す の 整 備 や

特 殊 車 両 通 行 手 続 き の 迅 速 化 を 図 る な ど 、 ダ ブ ル 連 結 ト ラ

ッ ク の 利 用 環 境 の 整 備 を 推 進 す る 。  

（ 新 た な 物 流 シ ス テ ム の 導 入 検 討 ）  
・  平 時 ・ 災 害 時 を 問 わ な い 安 定 し た 物 流 の 確 保 、 並 び に 物 流

の 効 率 化 の た め 、 車 道 以 外 の 道 路 空 間 （ 中 央 帯 ・ 地 下 等 ）

を 活 用 し た 新 た な 物 流 シ ス テ ム の 利 活 用 の 可 能 性 や 、 自 動

化 等 の 新 技 術 を 活 用 し た 新 た な 物 流 形 態 の 実 現 に 向 け た 方

策 な ど を 検 討 し 、 物 流 の 効 率 化 を 進 め 、 C O 2 排 出 量 の 削 減

を 行 う 。  

 
６ )輸 送 の 効 率 化  
（ 自 動 運 転 ト ラ ッ ク ）  
・  自 動 運 転 の 実 現 に 向 け て 、 自 動 運 転 車 用 レ ー ン を 設 定 し 、

合 流 支 援 情 報 や 工 事 規 制 情 報 の 提 供 等 に 関 す る 取 組 を 推 進

す る 。  

・  高 速 道 路 の S A・ PA に お い て 機 能 高 度 化 施 設 （ 自 動 運 転 車

両 の 拠 点 施 設 ） と 一 体 と な り 整 備 さ れ る 駐 車 場 の 整 備 費 用

の 一 部 を 支 援 す る 制 度 も 活 用 し な が ら 、 官 民 の 役 割 分 担 の

下 、 高 速 道 路 に お け る 自 動 運 転 の 拠 点 施 設 の 整 備 を 推 進 す

る 。  

（ 中 継 輸 送 ）  
・  物 流 事 業 者 が 中 継 輸 送 を 実 施 す る こ と に よ り 、 ド ラ イ バ ー

の 労 働 環 境 改 善 等 に つ な が る と と も に 、 物 流 の 効 率 化 等 に

よ る C O 2 排 出 量 の 削 減 が 可 能 と な る こ と か ら 、拠 点 整 備 等

に よ り 中 継 輸 送 の 実 施 環 境 の 整 備 を 推 進 す る 。  
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７ )モ ー ダ ル シ フ ト と の 連 携  
・  ト ラ ッ ク に よ る 輸 送 に 比 べ 、 大 量 輸 送 が 可 能 な 鉄 道 や 船 舶

の 輸 送 は C O 2 排 出 量 が 少 な い 。3 0 0 k m 以 上 の 中 長 距 離 の 輸

送 に お い て 、 ト ラ ッ ク 等 の 自 動 車 で 行 わ れ て い る 貨 物 輸 送

を 環 境 負 荷 の 小 さ い 鉄 道 や 船 舶 の 利 用 へ と 転 換 す る モ ー ダ

ル シ フ ト を 行 う 例 が 増 加 し て い る 。  

・  こ の よ う な 背 景 を 踏 ま え 、 物 流 輸 送 の 効 率 化 を 図 る た め 、

利 用 量 ・ 取 扱 量 （ 物 流 等 ） の 増 加 が 図 ら れ る な ど の 機 能 強

化 を 行 っ て い る 空 港 、 港 湾 、 貨 物 駅 等 の 交 通 拠 点 へ の ア ク

セ ス 道 路 の 整 備 を 支 援 す る こ と で 、 モ ー ダ ル シ フ ト を 促 進

し 、 C O 2 排 出 量 の 削 減 を 行 う 。  

 
（ ３ ） 道 路 交 通 の グ リ ー ン 化  

走 行 車 両 を 電 気 自 動 車 ・ 燃 料 電 池 自 動 車 等 の 次 世 代 自 動 車

に 置 き 換 え る 道 路 交 通 の グ リ ー ン 化 に よ り 、C O 2 排 出 量 の 削

減 を 目 指 す 。次 世 代 自 動 車 の 開 発 ・ 普 及 を 関 係 機 関 と 協 力 し

て 促 進 す る と と も に 、 道 路 内 で の 発 電 ・ 送 電 ・ 給 電 ・ 蓄 電 の

取 組 を 進 め る 。  
 

＜ 走 行 環 境 ＞  
１ )電 気 自 動 車 ・ 燃 料 電 池 自 動 車 等 の 次 世 代 自 動 車 の 開 発 ・ 普

及 促 進  
・  電 気 、 水 素 等 の ク リ ー ン な エ ネ ル ギ ー を 使 用 す る 次 世 代 自

動 車 の 普 及 に は 、 引 き 続 き 、 自 動 車 メ ー カ ー 等 に よ る 研 究

開 発 が 重 要 で あ る 。 次 世 代 自 動 車 の 普 及 促 進 に 向 け 、 経 済

産 業 省 等 の 関 係 機 関 と 連 携 し 、 次 世 代 自 動 車 の 開 発 を 促 進

す る 。  

・  大 型 の 次 世 代 自 動 車 の 普 及 に 向 け た 後 押 し を 行 う た め 、 物

流 拠 点 を 結 ぶ 主 要 な 道 路 な ど を 対 象 に 、 大 型 の 次 世 代 自 動

車 の 寸 法 等 の 大 型 化 の 動 向 を 確 認 し た 上 で 、 車 両 の 幅 や 長

さ 等 の 一 般 的 制 限 値 の 緩 和 や 道 路 構 造 の 基 準 見 直 し な ど を

検 討 す る 。  
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＜ 発 電 ＞  
２ )再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 ・ 支 援  
・  C O 2 の 排 出 量 の 削 減 を 目 的 に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 道 路

管 理 に 活 用 す る た め 、 安 全 か つ 円 滑 な 道 路 交 通 の 確 保 を 前

提 に 、 管 理 施 設 等 の 建 物 の 上 や 道 路 敷 地 な ど 道 路 空 間 へ の

太 陽 光 発 電 設 備 の 導 入 を 推 進 す る 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の

導 入 に 当 た っ て は 、 P PA（ P o w e r  P u r c h a s e  A g r e e m e n t） 等

の 第 三 者 所 有 に よ る 導 入 可 能 性 の 検 討 等 、 効 率 的 ・ 効 果 的

な 導 入 手 法 を 検 討 す る 。  

・  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 更 な る 活 用 に 向 け 、 今 後 の 技 術 開 発

の 状 況 を 踏 ま え 、 路 面 太 陽 光 発 電 や ペ ロ ブ ス カ イ ト 太 陽 電

池 等 の 次 世 代 型 太 陽 電 池 の 導 入 可 能 性 等 を 検 討 す る 。ま た 、

道 路 空 間 や そ の 周 辺 に お い て 、 風 力 等 の 太 陽 光 以 外 の 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 可 能 性 を 検 討 す る 。  

 
＜ 送 電 ＞  
３ )送 電 網 の 収 容 に 道 路 網 を 活 用  
・  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 を 広 域 的 に 行 え る よ う に 、 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー の 供 給 ポ テ ン シ ャ ル が 高 い 地 域 と 電 力 需 要

地 を 結 ぶ 電 力 の 広 域 連 携 系 統 の 整 備 等 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ

ー 導 入 拡 大 に 向 け て 重 要 と な る 電 力 系 統 の 整 備 に 対 し て 、

道 路 空 間 の 活 用 可 能 性 を 関 係 者 と 連 携 し て 検 討 す る 。  

 
＜ 給 電 ＞  
４ )電 気 自 動 車 ・ 燃 料 電 池 自 動 車 へ の 充 電 ・ 充 て ん 環 境 の 構 築  
（ 高 速 道 路 や 道 の 駅 等 で の 電 気 自 動 車 の 充 電 環 境 ）  
・  電 気 自 動 車 の 普 及 に 当 た っ て は 、 目 的 地 ま で の 走 行 距 離 が

長 い 場 合 も 想 定 し 、 移 動 経 路 上 で の 充 電 （ 経 路 充 電 ） の 環

境 構 築 が 重 要 で あ る 。  

・  高 速 道 路 に お い て は 、電 気 自 動 車 の 充 電 環 境 の 充 実 の た め 、

S A・PA に お け る 急 速 充 電 器 に つ い て 、充 電 事 業 者 等 が 行 う

充 電 器 の 設 置 を 促 進 す る 。ま た 、給 電 環 境 を 拡 大 す る た め 、

高 速 道 路 の 路 外 に 設 置 さ れ た 急 速 充 電 器 も 利 用 で き る よ う

に 、 新 た な 課 金 ・ 決 済 の 導 入 を 検 討 す る 。  

・  道 の 駅 に お い て も 、 充 電 事 業 者 等 が 行 う 充 電 器 の 設 置 を 促

進 す る と と も に 、 充 電 施 設 案 内 サ イ ン の 整 備 を 行 う 等 、 充

電 環 境 の 充 実 を 図 る 。  
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・  都 市 部 等 の 路 外 の 充 電 機 器 が 不 足 し て い る 地 域 に お い て は 、

道 路 区 域 内 に 充 電 器 を 占 用 で 設 置 す る こ と も 想 定 さ れ る 。

そ の 場 合 、 自 動 車 、 自 転 車 、 歩 行 者 等 の 各 主 体 の 安 全 か つ

円 滑 な 交 通 を 確 保 す る こ と を 前 提 に 、 充 電 事 業 者 が 行 う 道

路 区 域 内 で の 占 用 に よ る 急 速 充 電 器 の 設 置 を 支 援 す る 。  

（ 走 行 中 給 電 シ ス テ ム ）  
・  走 行 距 離 に 課 題 が あ る 電 気 自 動 車 が 安 心 し て 移 動 で き る 環

境 を 実 現 す る た め 、 走 行 中 給 電 シ ス テ ム の 技 術 開 発 を 支 援

し 、 導 入 可 能 性 を 幅 広 く 検 討 す る 。  

（ 水 素 ス テ ー シ ョ ン 整 備 へ の 協 力 ）  
・  燃 料 電 池 自 動 車 の 普 及 促 進 に 向 け て 、 事 業 者 と 連 携 し 、 水

素 ス テ ー シ ョ ン の 設 置 場 所 の 提 供 な ど に 協 力 す る 。  

 
＜ 蓄 電 ＞  
５ )蓄 電 池 の 活 用  
・  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 道 路 管 理 へ の 活 用 を 検 討 す る 際 に は 、

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー が 天 候 等 に 左 右 さ れ る 不 安 定 な エ ネ ル

ギ ー で あ る こ と や 太 陽 光 発 電 の 夜 間 電 力 へ の 活 用 、 災 害 に

伴 う 停 電 時 の 活 用 の 観 点 か ら 、 導 入 コ ス ト 等 を 踏 ま え つ つ

も 蓄 電 池 と 合 わ せ た 活 用 を 推 進 す る 。  

 
（ ４ ） 道 路 の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 の 低 炭 素 化  

道 路 の 計 画 ・ 建 設 ・ 管 理 の 各 段 階 に お い て 、 C O 2 の 排 出 量

を 削 減 し 、 道 路 事 業 の 低 炭 素 化 を 目 指 す 。  
 

１ )道 路 イ ン フ ラ の 長 寿 命 化  
・  道 路 施 設 の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 の 低 炭 素 化 を 実 現 す る た め 、

道 路 橋 や 舗 装 等 に つ い て 、 予 防 保 全 の 観 点 か ら 計 画 的 ・ 集

中 的 に 長 寿 命 化 を 図 り 、 イ ン フ ラ の 更 新 頻 度 を 減 ら す こ と

で C O 2 の 排 出 量 の 削 減 を 目 指 す 。  

・  さ ら に 、 新 技 術 の 活 用 等 に よ り 、 道 路 の ラ イ フ サ イ ク ル 全

体 の 長 寿 命 化 を 図 る 。  
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２ )道 路 の 計 画 ・ 建 設 ・ 管 理 の 低 炭 素 化  
（ 計 画 ・ 設 計 ）  
・  縦 断 勾 配 が 緩 や か で 線 形 が 良 い 道 路 等 、 計 画 段 階 か ら 、 走

行 を 効 率 化 す る 道 路 を 設 計 し 、 車 両 の 走 行 の 燃 費 を 考 慮 す

る 等 、 必 要 コ ス ト も 考 慮 し つ つ 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 の 良 い 道

路 の 計 画 ・ 設 計 を 推 進 す る 。  

（ 輸 送 ・ 施 工 ）  
・  C O 2 排 出 量 の 削 減 を 図 る た め 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 資

す る 新 た な 建 設 機 械 や 建 設 輸 送 の 導 入 ・ 普 及 促 進 、 プ レ キ

ャ ス ト 化 な ど 工 法 の 工 夫 、 I C T 施 工 な ど を 活 用 す る 。  

（ 道 路 照 明 の L E D 化 ・ 高 度 化 ）  
・  C O 2 排 出 量 の 少 な い L E D の 道 路 照 明 へ の 導 入 を 推 進 す る

と と も に 、 通 行 状 況 に 応 じ 、 調 光 制 御 （ セ ン サ ー 照 明 ） な

ど を 導 入 し て 、 道 路 照 明 の 高 度 化 を 図 る 。 特 に 、 直 轄 国 道

に お い て は 、2 0 3 0 年 度 の 道 路 照 明 の L E D 化 概 成 を 目 指 す 。  

（ 道 路 管 理 用 車 両 を 次 世 代 自 動 車 に 転 換 ）  
・  道 路 管 理 用 車 両 か ら 排 出 さ れ る C O 2 排 出 量 を 削 減 す る た め 、

パ ト ロ ー ル カ ー 、 そ の 他 の 大 型 車 、 特 殊 車 両 に 次 世 代 自 動

車 を 導 入 す る 見 通 し を 作 成 す る な ど 、 次 世 代 自 動 車 の 導 入

を 積 極 的 に 推 進 す る 。  

（ カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 資 す る 評 価 制 度 の 導 入 ）  
・  C O 2 排 出 量 と 削 減 量 の 評 価 方 法 を 標 準 化 し 、 民 間 企 業 等 の

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 対 す る 取 組 を 公 平 に 評 価 で き る 仕

組 み の 導 入 を 検 討 す る 。  

 
３ ) C O 2 の 吸 収 ・ 低 炭 素 材 料 の 活 用  
（ 道 路 緑 化 の 推 進 と 管 理 の 充 実 ）  
・  街 路 樹 は 、 景 観 向 上 機 能 や 緑 陰 形 成 機 能 、 環 境 保 全 機 能 等

の 多 様 な 機 能 に よ り 道 路 空 間 や 地 域 の 価 値 向 上 の 一 翼 を 担

っ て い る 。 C O 2 の 吸 収 源 と し て の 街 路 樹 の 機 能 を 踏 ま え 、

街 路 樹 の 健 全 な 育 成 や 機 能 の 拡 充 に よ り 、 カ ー ボ ン マ イ ナ

ス を 目 指 せ る よ う 、 道 路 緑 化 の 推 進 を 図 る と と も に 、 計 画

的 な 管 理 の 充 実 に 向 け た 考 え 方 を 整 理 ・ 普 及 さ せ る 。  

（ 低 炭 素 材 料 の 開 発 導 入 促 進 ）  
・  C O 2 固 定 化 （ 吸 収 ） コ ン ク リ ー ト や 中 温 化 ア ス フ ァ ル ト 舗

装 な ど 、 低 炭 素 材 料 の 導 入 を 促 進 す る 。  
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５ ． お わ り に  

本 中 間 と り ま と め は 、政 府 の 目 標 で あ る「 2 0 3 0 年 度 に お い て 、

温 室 効 果 ガ ス を 2 0 1 3 年 度 か ら 4 6％ 削 減 、2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ

ー ト ラ ル の 実 現 」 を 達 成 す る た め 、 道 路 分 野 の 取 組 を 加 速 化 さ

せ る だ け で な く 、 他 分 野 と の 共 創 領 域 の 深 掘 り や 関 係 機 関 と の

更 な る 連 携 を 行 う た め に 必 要 な 取 組 を 中 間 的 に と り ま と め た も

の で あ る 。  

今 後 、中 間 目 標 年 で あ る 2 0 3 0 年 ま で の 取 組 、最 終 目 標 年 で あ

る 2 0 5 0 年 ま で の 取 組 に つ い て 、現 在 の 排 出 量 と 2 0 3 0 年 度 削 減

量 目 標 値 に 大 き な ギ ャ ッ プ が あ る こ と を 踏 ま え 、 C O 2 削 減 量 の

数 値 目 標 の 設 定 も 含 め 、 具 体 化 を 図 り 、 ロ ー ド マ ッ プ を 検 討 ・

作 成 し て い く 予 定 で あ る 。 取 組 の 具 体 化 に 当 た っ て は 、 テ レ ワ

ー ク の 普 及 や 少 子 高 齢 化 等 の 社 会 的 ・ 技 術 的 な 動 向 を 踏 ま え つ

つ 、 施 策 の 普 及 促 進 策 や 財 源 の 確 保 、 民 間 に よ る 投 資 の 促 進 等

も 含 め 、 検 討 ・ 実 施 し て い く 。 ま た 、 具 体 化 し た 取 組 に つ い て

は 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行 い 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 結 果 に 基 づ き 、 取

組 を 加 速 さ せ て い く 予 定 で あ る 。  


